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主張

今までの国語科の授業

教師が発問し、一部の児童が発言をし、それがクラス全体の意見となって
学びとしていた。

一部の児童は主体的に学びへと向かっていたが、それ以外の児
童は自ら学習に向かえていたのだろうか。

先生、この話、あと何時間？



主張

学習指導要領の趣旨の実現に向けた 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関する参考資料
（令和３年３月版） 文部科学省初等中等教育局教育課程課

（３）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

①個別最適な学び
令和３年答申では以下のとおり、「個別最適な
学び」について「指導の個別化」と「学習の個性
化」に整理されており、児童生徒が自己調整しな
がら学習を進めていくことができるよう指導する
ことの重要性が指摘されています。



主張
自己調整スキルを高める学習方法の提案

１ 「見通す」フェーズ
課題を基に問いを見いだし、学習目標を明らかにする

２ 「実行する」フェーズ
目標、計画を基に学習活動を進め、課題を解決したり、目標を達成するた
めに学習を確認／調節する

３ 「振り返る」フェーズ
自らの学習を振り返り、次に活かす

木村 明憲２０２３ 「自己調整学習 主体的な学習者を育む方法と実践」



主張

全員が、主体的に国語の学びに向かい、そして国語の力
を身に付けることが必要

「振り返り」「学習のゴール」 「自己選択」

授業者は単元計画や単元のゴールを説明し見通しをもたせる。児童はその
ゴールにたどり着くためにどのように学ぶとよいのか、計画を立てて学び、
学習方法を自己選択しながら取り組む。授業の終末では自分の成長と学び
方を関連付けながら振り返り、次の学習への見通しを立てる。そのような
サイクルを通して、自己調整力を高めることが大切。



実践概要
１ 実践単元について

身に付けさせたい資質・能力

人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考
えたりすること

「世界一やかましい音」（東京書籍 ５年）



実践概要

① 学習のゴールを知り、見通しをもつ

② 課題を解決するために、自分で学び方を決めて取り組む

２ 手立て

③ スプレッドシートに振り返りを蓄積し、共有する



１枚目

実践の実際

１ 学習のゴール
を知り、見通しをも
つ



２枚目
３枚目



実践の実際
２ 自分で学び方を決めて取り組む

３時間目

物語のあらすじをつかもう

表に整理



あらすじを
文章に表し、
登場人物ご
とに考えと
行動を書く









iPadを使う。簡単に、素早
くまとめられそうだから。

ノートを使う。山場などを
工夫して写せるかもしれない
から。



実践の実際 ３ スプレッドシートに振り返りを蓄積し共有する

始めの場面は説明で、場所や登場人物を紹介
していて、この後の話の中で出てくることが分
かるような役割があることが分かった。山場に
向かって進んでいく場面は、１番ドキドキする
場面で、信じられない方向に進んでいき、気に
なったりとても面白い場面だと思う。物語には
山場がある場合が多くて、山場の途中がないと
面白くないのではと思った。



まずはあらすじを完成させてから、物
語の場面を分けよう。

次回は山場の変化や、自分で選んだ物
語の下書きをしたい。





物語の組み立
て紹介カード





成果と課題
成果

・子供たちは学習のゴールに向けて見通しをもち、学習に取り組むことがで
きた。学び方を自分で決めて取り組み、振り返りを蓄積・共有することで自分
の力を高めていた。

課題

・与えられたことをこなす学習にもなっていた。主体的に学ぶことができるこ
と、資質・能力を身に付けることを両立させたい。

・スプレッドシートにより学びを把握することは可能だが、その振り返りを生
かすことができていない。本当に全員が力を獲得するには・・・。

・国語科の見方・考え方を働かせることができていたか。



実践概要
１ 実践単元について

身に付けさせたい資質・能力

人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考
えたりすること

「注文の多い料理店」（東京書籍 ５年）



実践概要

① 学習のゴールを知り、見通しをもつ

※主体的に学習に向かうため、意欲を高める手立てを

② 課題を解決するために、自分で学び方を決めて取り組む

※自力解決と全体共有の時間を交互に設定

２ 手立て

③ スプレッドシートに振り返りを蓄積し、共有する

※単元で意識してほしい「言葉の力」を明記



① 学習のゴールを知り、見通しをもつ

※主体的に学習に向かうため、意欲を高める手立てを

なぜだと思いますか？



① 学習のゴールを知り、見通しをもつ

※主体的に学習に向かうため、意欲を高める手立てを

司書から協力してもらい、
宮沢賢治作品を教室に

オレンジボックスの活用



実践の実際
２から５時間目

② 課題を解決するために、自分で学び方を決めて取り組む

※自力解決と全体共有の時間を交互に設定する



実践の実際
２から５時間目

② 課題を解決するために、自分で学び方を決めて取り組む

※自力解決と全体共有の時間を交互に設定する
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実践の実際
２から５時間目

② 課題を解決するために、自分で学び方を決めて取り組む

※自力解決と全体共有の時間を交互に設定する



実践の実際
２から５時間目

② 課題を解決するために、自分で学び方を決めて取り組む

※自力解決と全体共有の時間を交互に設定する



実践の実際 ３ スプレッドシートに振り返りを蓄積し共有する

※単元で意識してほしい「言葉の力」を明記しておく



１１

実践の実際

３ スプレッドシートに振り返りを蓄積し共有する

※単元で意識してほしい「言葉の力」を明記しておく



実践の実際 ３ スプレッドシートに振り返りを蓄積し共有する

※単元で意識してほしい「言葉の力」を明記しておく



実践の実際
３ スプレッドシートに振り返りを蓄積し共有する

※単元で意識してほしい「言葉の力」を明記しておく



物語の解説



物語の解説



成果と課題２
成果

・学びを自己調整するには主体的に学習に向かうための意欲付け・環境が必要。
意欲がなければ、教師の言うとおりになり、自己調整力は身に付かない。

・全体で対話しながら共有する時間が大切。友達の学びを基に自分の学習を修
正、つまり自己調整した姿が見られた。

・言葉の力を１単位時間で理解・習得させるのは難しい。単元内で継続的に意識
させ、様々な作品に触れることで自分のものになっていく。国語科の特性に合わ
せた単元の学習シートを作成できた。

課題

・身についた国語の資質・能力と自己調整力の自覚。



自己調整学習
国語科での実践
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